
皮膚消毒についてですが，カテーテル留置時の皮膚消毒薬や，腰椎穿刺の場合の消毒に
ついて教えてください． 
 

　カテーテル留置時の皮膚消毒には，0.5％クロルヘキシジンアルコール（ヘキザック�アルコール，

マスキン�エタノールなど），63％エタノール含有ポビドンヨード（イソジン�フィールド，ネオヨ

ジン�フィールドなど）およびポビドンヨード（イソジン�，ネオヨジン�など）が適しています1－7）．ま

た，アルコールおよびポビドンヨードのいずれにも過敏症を示す患者には，0.5％クロルヘキシジン

（0.5％マスキン�水，0.5％ステリクロン�Ｗ液など）を代用します． 

　腰椎穿刺での皮膚消毒も，カテーテル留置時の皮膚消毒と同様に，生体適用が可能でかつできる

限り抗菌力の優れた消毒薬が望ましいといえます．0.5％クロルヘキシジンアルコール，63％エタ

ノール含有ポビドンヨード，ポビドンヨードなどを用いてください．穿刺部位を中心に広範囲に計3

回ほどの適用を行います8）． 
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（尾家重治） 

消毒及び滅菌の基礎と実際（3） 

消毒と滅菌の基礎と実際 
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